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は
じ
め
に

　

健
診
（
健
康
診
断
）
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
て
、「
白
血
球
数
が
基
準
範
囲
を
超
え
て
い

る
の
で
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
い

わ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
は
、
精
密
検
査
の
結
果
、
特
に
治

療
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し

ま
す
が
、
中
に
は
早
期
に
治
療
が
必
要
な
病

気
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
白
血
球
が
増

え
る
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
が
あ
り
得
る
の

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
白
血
球
数
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
検
査

値
の
正
常
と
さ
れ
る
基
準
範
囲
は
、
統
計
学

的
に
導
き
出
さ
れ
た
数
値
の
範
囲
を
用
い
て

い
ま
す
。
病
気
が
な
く
健
康
と
考
え
ら
れ
る

健
常
人
の
白
血
球
数
の
測
定
結
果
を
表
示
す

る
と
、
図
１
の
よ
う
に
左
右
対
称
と
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
極
端
に
高
い
数
値
２・
５
％

と
低
い
数
値
２・
５
％
を
除
い
た
、
健
常
人

の
95
％
が
含
ま
れ
る
範
囲
を
基
準
範
囲
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
基
準
範
囲
の
設

定
方
法
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
す
が
、
健
常

人
で
も
５
％
は
基
準
範
囲
か
ら
外
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
白
血
球
数
は
健
診
の
基
本
的

検
査
項
目
で
す
の
で
、
大
部
分
の
受
診
者
が

白
血
球
数
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
５
％
で
あ
っ
て
も
、
か
な
り
の
数
の
健

常
人
に
お
い
て
白
血
球
数
が
増
加
も
し
く
は

減
少
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
白
血
球
数
の
基
準
範
囲
は
３
，

２
０
０
‒
８
，５
０
０
／
µl
（
当
施
設
で
の

基
準
範
囲
で
、
施
設
に
よ
り
多
少
数
値
の
変

動
が
あ
り
ま
す
）
と
そ
の
範
囲
が
広
く
、
す

な
わ
ち
、
個
人
に
よ
る
ば
ら
つ
き
が
大
き
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
同
じ
人
で
も

採
血
時
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
数
値

が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
結
果

の
評
価
に
お
い
て
は
こ
の
点
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
白
血
球
数
の
変
動

に
関
し
て
は
、
他
の
検
査
項
目
、
特
に
赤
血

球
数
と
血
小
板
数
の
値
も
参
考
に
し
て
、
総

合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

血
球
の
種
類
と
そ
の
特
徴（
表
１
）

　
そ
こ
で
、
健
診
等
で
血
液
学
的
検
査
と
し

て
実
施
さ
れ
る
検
査
項
目
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
血
液
の
中
の
細

胞
は
血
球
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
血
球
は
赤
血

球
、
白
血
球
、
血
小
板
の
３
種
類
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
赤
血
球
は
扁
平
な
円
板
状
で
、
核

が
な
く
、
中
央
部
が
両
面
か
ら
陥
凹
し
て
薄

く
な
っ
て
い
る
血
球
で
、
基
準
範
囲
は

４
０
０
〜
５
３
９
万
／
µl
で
す
。
そ
の
作

用
は
、
主
に
酸
素
を
肺
か
ら
組
織
に
運
ぶ
こ

と
で
す
。
白
血
球
に
は
、
顆
粒
球
、
単
球
、

リ
ン
パ
球
が
あ
り
、
顆
粒
球
は
さ
ら
に
そ
の

顆
粒
の
性
状
に
よ
り
好
中
球
、
好
酸
球
、
好

塩
基
球
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
白
血
球
の
中
で

最
も
割
合
が
高
い
分
画
は
好
中
球
で

42‒

74
％
、
次
い
で
リ
ン
パ
球
18‒

50
％
、

そ
の
他
、
単
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
は
通

常
は
10
％
以
下
で
す
。
血
液
中
に
認
め
ら
れ

る
好
中
球
に
は
、
細
胞
質
全
体
に
細
か
い
橙

褐
色
の
顆
粒
（
中
性
好
性
）
が
散
在
し
て
い

ま
す
。
好
中
球
に
は
、
屈
曲
し
て
い
る
棒
状

の
核
を
有
す
る
桿
状
核
球
と
核
が
分
節
し
て

い
る
（
３
分
節
が
最
多
）
分
節
核
球
が
あ
り
、

分
節
核
球
は
最
終
成
熟
段
階
の
好
中
球
で

す
。
好
中
球
は
、
異
物
、
特
に
細
菌
な
ど
の

病
原
体
を
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
生
体
の
防

御
を
担
っ
て
い
る
細
胞
で
す
。好
酸
球
に
は
、

1,000 2,000 6,0005,0004,0003,000 9,0008,0007,000 10,000

基準範囲
下限値 上限値

⽩⾎球数 (/μl)

2.5%2.5%

⼈数

図１ 白血球数の基準範囲
健常人の白血球数の分布。極端に高い数値と低い数
値のおのおの2.5％を除いた、健常人の95％を基準範
囲（上限値と下限値の間）とします。
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ら

高橋 益廣
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細
胞
質
に
鮮
や
か
な
赤
橙
色
の
大
型
好
酸
性

顆
粒
が
充
満
し
て
お
り
、
寄
生
虫
に
対
す
る

障
害
作
用
を
有
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
の

際
に
増
加
し
ま
す
。
好
塩
基
球
に
は
、
細
胞

質
に
暗
紫
色
で
大
小
不
同
の
好
塩
基
性
顆
粒

が
充
満
し
て
お
り
、ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
放
出
し
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
蕁
麻
疹
、

気
管
支
喘
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
単
球
は
切
れ
込
み
の
あ
る

核
と
細
胞
質
の
微
細
な
ア
ズ
ー
ル
顆
粒
が
特

徴
で
、
炎
症
の
あ
る
組
織
へ
移
行
す
る
過
程

で
活
性
化
し
て
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
な
り
、

そ
の
貪
食
・
殺
菌
能
が
増
強
さ
れ
ま
す
。
貪

食
し
た
異
物
を
分
解
処
理
し
て
リ
ン
パ
球
に

抗
原
提
示
す
る
他
に
、
造
血
や
免
疫
に
関
連

す
る
種
々
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
を
行
い

ま
す
。
リ
ン
パ
球
に
は
大
小
様
々
な
細
胞
が

含
ま
れ
、
細
胞
質
に
は
ア
ズ
ー
ル
顆
粒
を
認

め
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
球
は
、
B

細
胞
、
T
細
胞
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
等
に
分
け
ら
れ

て
お
り
、
免
疫
応
答
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

血
小
板
は
直
径
２
〜
４
µm
の
円
板
形
を
し
て

お
り
、
核
は
な
く
、
基
準
範
囲
は
14
・
５

‒

32
・
９
万
／
µL
と
幅
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
血
小
板
の
作
用
は
、
血
管
壁
へ
の
粘

着
や
血
小
板
間
の
凝
集
に
よ
り
出
血
を
止
め

る
こ
と
で
す
。

骨
髄
で
の
造
血
の
し
く
み（
図
２
）

　

血
球
お
よ
び
白
血
球
分
画
の
理
解
の
た
め

に
、
骨
髄
で
の
造
血
の
し
く
み
を
簡
単
に
ご

紹
介
し
ま
す
。
す
べ
て
の
血
球
の
起
源
は
、

１
種
類
の
細
胞
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
な
わ
ち
こ
の
細
胞
は
ど
の
種
類
の
血
球
に

も
な
り
得
る
と
い
う
意
味
で
多
能
性
造
血
幹

細
胞
と
呼
ば
れ
ま
す
。
多
能
性
造
血
幹
細
胞

は
、
造
血
因
子
の
刺
激
に
よ
り
分
裂
す
る
こ

と
に
よ
り
、
骨
髄
系
前
駆
細
胞
と
リ
ン
パ
系

前
駆
細
胞
に
分
化
し
ま
す
。
骨
髄
系
前
駆
細

胞
か
ら
は
、
種
々
の
造
血
因
子
の
刺
激
に
よ

り
、
赤
血
球
、
骨
髄
芽
球
、
血
小
板
が
産
生

さ
れ
、
ま
た
、
骨
髄
芽
球
か
ら
は
単
球
、
好

中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
が
成
熟
し
ま
す
。

一
方
、
リ
ン
パ
系
前
駆
細
胞
か
ら
は
、
い
ろ

い
ろ
な
造
血
因
子
の
刺
激
に
よ
り
、
リ
ン
パ

芽
球
が
産
生
さ
れ
、
リ
ン
パ
芽
球
か
ら
は
B

細
胞
、T
細
胞
、Ｎ
Ｋ
細
胞
等
が
成
熟
し
ま
す
。

白
血
球
が
増
加
す
る
病
気

　
白
血
球
が
増
加
す
る
と
は
白
血
球
が
基
準

範
囲
の
上
限
値
以
上
に
増
加
す
る
状
態
で
す

が
、
基
準
範
囲
は
年
齢
、
採
血
法
、
測
定
法
、

施
設
な
ど
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
成
人

で
は
８
，４
０
０
／
µl
以
上
（
当
施
設
）
を

白
血
球
増
加
と
し
て
い
ま
す
が
、
白
血
球
数

表１ 血球の種類とその特徴

多能性造⾎幹細胞

リンパ系
前駆細胞

⾻髄系
前駆細胞

⾚⾎球

B細胞

リンパ芽球

好中球 好酸球好塩基球単球

⾻髄芽球 ⾎⼩板

T細胞 NK細胞

図２ 骨髄での造血のしくみ
（BECKMAN COULTER Hematopoiesis 図を改変）
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以
外
の
異
常
所
見
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
一
般
的
に
１
万
／
µl
以
上
を
治
療
の

対
象
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
白
血
球
増
加
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
臨
床
的
に
は
白

血
球
全
体
の
数
の
他
、
ど
の
白
血
球
分
画
が

増
加
あ
る
い
は
減
少
し
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
最
も
頻
度
が
高
い
の
は
好

中
球
の
増
加
で
す
が
、
以
下
増
加
す
る
白
血

球
の
分
画
別
に
、
そ
の
原
因
と
な
る
主
な
病

気
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
（
表
２
）。

１
．
好
中
球
増
加
症

　
好
中
球
増
加
症
と
呼
ぶ
場
合
の
好
中
球
は

主
と
し
て
成
熟
型（
桿
状
核
球
と
分
節
核
球
）

を
指
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
白
血
球
増

加
症
と
い
わ
れ
る
人
の
一
部
に
は
、未
熟
型
、

特
に
骨
髄
芽
球
や
前
骨
髄
球
が
増
加
の
主
体

を
占
め
る
急
性
骨
髄
性
白
血
病
や
各
成
熟
段

階
の
細
胞
が
増
加
す
る
慢
性
骨
髄
性
白
血
病

と
診
断
さ
れ
る
場
合
も
存
在
し
ま
す
。以
下
、

好
中
球
増
加
症
の
原
因
と
な
る
病
気
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。
好
中
球
増
加
症
と
関
連
し

た
好
中
球
の
産
生
と
分
布
お
よ
び
移
動
に
つ

い
て
は
図
３
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

①
細
菌
感
染
症

　
感
染
症
の
う
ち
、
一
般
的
に
は
細
菌
性
で

は
好
中
球
増
加
症
を
起
こ
し
、
ウ
イ
ル
ス
性

で
は
リ
ン
パ
球
増
加
症
を
き
た
し
ま
す
。
細

菌
感
染
症
の
中
で
も
一
般
に
重
症
な
ほ
ど
好

中
球
増
加
の
程
度
が
高
く
、
骨
髄
球
や
後
骨

髄
球
な
ど
の
未
熟
好
中
球
が
血
液
中
に
出
現

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
細
菌
に
含
ま
れ
る

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
な
ど
が
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
な
ど
か
ら
の
顆
粒
球
系
造
血
刺
激
因
子

（
Ｇ
‒
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
産
生
を
刺
激
し
、
骨
髄

で
の
好
中
球
産
生
を
亢
進
し
ま
す
。さ
ら
に
、

骨
髄
か
ら
末
梢
血
へ
の
好
中
球
の
流
出
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
血
管
壁
に
付
着
し
て
い

る
好
中
球
（
辺
縁
プ
ー
ル
）
が
循
環
プ
ー
ル

へ
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
好
中
球
増
加
が
起

こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
し
か
し
、

結
核
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
な
ど
は
例

外
で
、
細
菌
感
染
症
に
も
か
か
わ
ら
ず
む
し

ろ
好
中
球
減
少
を
示
す
こ
と
が
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
悪
性
腫
瘍

　
悪
性
腫
瘍
で
病
期
が
進
む
と
好
中
球
増
加

症
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
原
因
と
し
て

組
織
の
壊
死
、
感
染
症
の
合
併
の
他
、
腫
瘍

細
胞
か
ら
の
Ｇ
‒
Ｃ
Ｓ
Ｆ
等
の
造
血
刺
激
因

子
の
産
生
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

３
）。

③
血
液
疾
患

　
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
、
真
性
赤
血
球
増
加

症
、
原
発
性
骨
髄
線
維
症
、
本
態
性
血
小
板

血
症
な
ど
は
、骨
髄
増
殖
性
腫
瘍
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
ら
の
病
気
で
み
ら
れ
る
好
中
球
増
加
は

腫
瘍
性
増
殖
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
（
図
３
）。
い
ず
れ
の
病
気
も
多
能
性

造
血
幹
細
胞
の
レ
ベ
ル
で
ク
ロ
ー
ナ
ル
な
異

常
（
異
常
を
き
た
し
た
１
個
の
造
血
幹
細
胞

に
由
来
す
る
病
気
）
が
起
こ
り
、
白
血
球
、

赤
血
球
、
血
小
板
の
３
血
球
系
統
が
異
常
を

示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
薬
物

　
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

の
投
与
は
主
に
好
中
球
の
辺
縁
プ
ー
ル
か
ら

循
環
プ
ー
ル
へ
の
移
動
を
促
進
し
て
好
中
球

増
加
を
き
た
し
ま
す
（
図
３
）。

２
．
好
酸
球
増
加
症

　

通
常
好
酸
球
数
は
５
０
０
／
µl
以
上
を

増
加
と
定
義
し
ま
す
。
一
般
に
気
管
支
喘
息

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
で
み
ら
れ
、
好

酸
球
産
生
刺
激
因
子
（
IL-

５
な
ど
）
が
増

加
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寄
生

虫
感
染
、
膠
原
病
な
ど
で
も
好
酸
球
増
加
を

細菌感染症

運動
副腎⽪質ステロイド

アドレナリン

正常

CSF産⽣腫瘍
⾻髄増殖性腫瘍

辺縁プール
組織

循環プール

⾻髄
（産⽣＋貯蔵）

図３ 好中球の産生・分布・移動　
骨髄で産生され貯蔵されている好中球は血液中に流出します。血液
中の好中球には、体の中を流れている循環プールと血管壁に付着し
ている辺縁プールがあり、互いに行き来しています。激しい運動後
や副腎皮質ステロイド、アドレナリンの投与により辺縁プールから
循環プールへの移動が増加し、血液検査で算定される白血球数の増
加が起こります。細菌感染症などでは、エンドトキシンなどの刺激
により顆粒球系造血因子が産生され、骨髄での好中球産生が亢進し
ます。骨髄から末梢血への好中球の遊走が増えるとともに、辺縁プー
ルから循環プールへの移動が増加することにより血液中での白血球
数が増加し、組織へ遊走して細菌などを貪食・殺菌します。CSF産
生腫瘍や腫瘍性に骨髄造血が亢進する骨髄増殖性腫瘍においては、
顆粒球が増殖した骨髄から末梢血への好中球の移動が増えるととも
に、辺縁プールの好中球も増加し、その一部が組織に遊走します。

 
■好中球増加症（>8,400/µ1） 

① 細菌感染症：敗⾎症，肺炎，⾍垂炎など 
② 悪性腫瘍 
③ ⾎液疾患：⾻髄増殖性腫瘍（慢性⾻髄性⽩⾎症，真性⾚⾎球増加症，⾻髄

線維症，本態性⾎⼩板⾎症など） 
④ 薬物投与後：副腎⽪質ステロイド，アドレナリン 

■好酸球増加症（>500/µ1） 
① アレルギー性疾患：気管⽀喘息，じんま疹など 
② 寄⽣⾍感染 
③ 膠原病 
④ ⾎液疾患：慢性⾻髄性⽩⾎病 
⑤ 好酸球増加症候群 

■好塩基球増加症（>300/µ1） 
① 甲状腺機能低下症 
② ⾎液疾患：慢性⾻髄性⽩⾎病、真性⾚⾎球増加症、⾻髄線維症 

■単球増加症（>800/µ1） 
① 感染症：結核，亜急性⼼内膜炎 
② ⾻髄抑制からの回復期 
③ ⽩⾎病：急性単球性⽩⾎病、慢性⾻髄単球性⽩⾎病 

■リンパ球増加症（>4,000/µ1） 
① ウイルス感染症：伝染性単核球症など 
② 細菌感染症：百⽇咳 
③ 慢性リンパ性⽩⾎病 

 
表２ 白血球増加症の主な原因
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示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合

で
も
一
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
骨

髄
性
白
血
病
で
は
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も

好
酸
球
増
加
を
示
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

腫
瘍
性
の
顆
粒
球
増
殖
の
部
分
症
と
し
て
好

酸
球
が
増
加
し
ま
す
。
原
因
不
明
の
高
度
の

好
酸
球
増
加
（
>
１
，５
０
０
／
µl
）
が

6
ヶ
月
以
上
続
く
場
合
は
好
酸
球
増
加
症
候

群
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

３
．
好
塩
基
球
増
加
症

　

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
な
ど
の
骨
髄
増
殖
性

腫
瘍
で
し
ば
し
ば
好
塩
基
球
増
加
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
他
の
病
気
で
は
、ア
レ
ル
ギ
ー

性
疾
患
や
甲
状
腺
機
能
低
下
症
（
粘
液
水
腫
）

な
ど
で
軽
度
に
増
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
単
球
増
加
症

　
単
球
増
加
を
示
す
感
染
症
と
し
て
は
結
核

と
亜
急
性
心
内
膜
炎
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
抗
が
ん
剤
等
に
よ
る
骨
髄
抑
制
か
ら
の

回
復
期
で
は
、
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
単

球
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
急
性
単
球
性
白

血
病
で
は
、
白
血
病
化
し
た
異
常
な
未
熟
単

球
が
著
増
し
ま
す
。
慢
性
骨
髄
単
球
性
白
血

病
に
お
い
て
も
単
球
増
加
が
認
め
ら
れ
、
骨

髄
異
形
成
／
骨
髄
増
殖
性
腫
瘍
の
一
型
に
含

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
．
リ
ン
パ
球
増
加
症

　

成
人
で
は
４
，０
０
０
／
µl
以
上
を
リ
ン

パ
球
増
加
症
と
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
う

ち
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
は
リ
ン
パ
球
増
加

症
を
示
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
正
常
の
リ
ン
パ
球
と
は
形
態
の

異
な
る
異
型
リ
ン
パ
球
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
こ
と
に
伝
染
性
単
核
球
症
で
多
数
認

め
ら
れ
ま
す
。
細
菌
性
で
は
、
百
日
咳
で
み

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
慢
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
で
は
腫
瘍
性
の
リ
ン
パ
球
が
増
加
し

ま
す
。

お
わ
り
に

　
健
診
で
白
血
球
の
増
加
を
指
摘
さ
れ
た
場

合
、
自
覚
症
状
が
な
く
、
赤
血
球
数
や
血
小

板
数
が
正
常
で
、
白
血
球
増
加
と
関
連
す
る

よ
う
な
他
の
異
常
所
見
が
認
め
ら
れ
ず
、
か

つ
白
血
球
数
が
１
０
，０
０
０
／
µl
以
下
で

あ
れ
ば
、
経
過
観
察
を
行
い
、
３
ヶ
月
程
度

後
に
、
白
血
球
分
画
を
加
え
た
再
検
査
を
行

う
こ
と
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
再
検
査

で
白
血
球
数
の
さ
ら
な
る
増
加
が
な
く
、
白

血
球
分
画
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
場
合

は
、
健
常
人
で
体
質
的
に
白
血
球
が
多
い
、

す
な
わ
ち
白
血
球
数
の
正
規
分
布
の
高
値
を

示
す
上
２・
５
％
の
範
囲
に
入
っ
て
い
る
可

能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
稀
で
す

が
、
運
動
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
や
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
の
投
与
等
の
可
能
性
が
あ
り
得
ま

す
。
ま
た
、
白
血
球
数
が
あ
る
程
度
増
加
し

て
お
り
、赤
血
球
数
や
血
小
板
数
が
正
常
で
、

か
つ
炎
症
反
応
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
な
ど
）
が
陽
性
で

あ
れ
ば
細
菌
感
染
症
を
は
じ
め
と
す
る
炎
症

性
疾
患
の
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
図
４
）。
白
血
球
数
が
高
度
に
増
加
し
て
い

る
場
合
、
赤
血
球
数
の
減
少
（
貧
血
）
と
と

も
に
血
小
板
数
が
著
明
に
低
下
し
て
お
り
、

増
加
し
た
白
血
球
の
ほ
と
ん
ど
が
白
血
病
芽

球
で
あ
れ
ば
、
急
性
白
血
病
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
（
図
４
，
５
）。
ま
た
同
じ
よ
う

に
白
血
球
数
が
高
度
に
増
加
し
て
い
る
場
合

で
も
、
増
加
し
た
白
血
球
が
各
成
熟
段
階
の

好
中
球
か
ら
な
り
、
好
塩
基
球
の
増
加
が
認

め
ら
れ
れ
ば
、
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
の
可
能

性
が
高
く
な
り
、
特
徴
的
な
Ph
染
色
体
等
の

検
索
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す（
図
４
，５
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
診
を
受
け
て
、「
白
血

球
数
が
基
準
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
精
密

検
査
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
い
わ
れ
た
場
合

は
、
再
検
で
特
に
治
療
が
必
要
で
な
い
と
判

明
す
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に

治
療
が
必
要
な
病
気
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
健
診
結
果
の
判
定
に
従
っ
て
、
必
要

な
場
合
は
確
実
に
再
検
、
も
し
く
は
精
密
検

査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

A B

図５ 白血病の血液像　
Ａ：急性骨髄性白血病　同じ形態をした白血病芽球からなる白血球の著増が
認められます。（出典 St.Jude Children’s Research Hospital Together）　
Ｂ：慢性骨髄性白血病　芽球から分節核球までの各成熟段階の好中球が著増
しており、好塩基球や好酸球の増加が認められます。（出典 Michelle To and 
Valentin Villatoro A LABORATORY GUIDE TO CLINICAL HEMATOLOGY）

⽩⾎病芽球
（⾼度増加）

⾚⾎球数減少
⾎⼩板数減少

各成熟段階の好中球
（⾼度増加）

急性⽩⾎病

慢性⾻髄性⽩⾎病

成熟好中球 ⾚⾎球数正常
⾎⼩板数正常

運動
副腎⽪質ステロイド
アドレナリン
細菌感染症

増加好中球の種類 他の⾎球 推定診断

好塩基球増加

＋

＋

＋

図４ 好中球増加の特徴と推定診断
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夏井のハザ木（新潟市西蒲区夏井）

　約１km、直線農道の
両側に整然と立ち並ぶ
約1,000本の満願寺の
稲架木並木は、昭和18
年から20年にかけて同
地区の水田を区画整理、
関係農家26軒が協力し
て移植したもの。現在
は市の文化財に指定さ
れ、保存されています。
（新潟市秋葉区満願寺）

　美しい日本の村景観
百選（農村景観百選）に
選定されている「夏井の
ハザ木」。夏井には約
600本のはざ木が自治
会の方々の手により保
存されており、米どこ
ろ越後平野ならではの
懐かしい日本の原風景
を留めています。
（新潟市西蒲区夏井）

夏 井 の ハ ザ 木満願寺の稲架木並木

新
潟
の
田
園
風
景
を
彩
っ
た

　

 

失
わ
れ
ゆ
く
農
村
の
風
物
詩

　
　

�　
は
さ
木
は
刈
り
取
っ
た
稲
を
掛
け
て
天
日
干
し
す
る
た
め
の

も
の
で
、
稲は

架ざ

と
も
い
い
ま
す
。
立
木
や
地
面
に
差
し
た
竹
の

間
に
数
本
の
横
木
を
渡
し
、
収
穫
し
た
稲
の
束
を
掛
け
ま
す
。

「
は
さ
」
に
掛
け
て
天
日
と
風
で
自
然
乾
燥
さ
せ
た
お
米
を
「
は

さ
か
け
米
」
と
言
い
ま
す
。

　
　

�　

日
本
海
側
で
は
、
冬
が
近
づ
く
と
荒
天
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
収
穫
し
た
稲
を
地
面
に
直
接
置
か
ず
、
は
さ
木
に

掛
け
て
天
日
乾
燥
し
て
い
た
所
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
新
潟

県
で
は
、
寒
さ
に
強
い
モ
ク
セ
イ
科
の
ト
ネ
リ
コ
と
い
う
木
が

は
さ
木
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

�　
稲
穂
が
重
な
り
合
っ
て
で
き
る
黄
金
色
の
カ
ー
テ
ン
は
、
新

潟
の
実
り
の
秋
を
象
徴
す
る
美
し
い
田
園
風
景
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
業
の
機
械
化
と
効
率
化
が

進
ん
だ
現
代
で
は
、
は
さ
木
を
使
用
す
る
農
家
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
と
機
械
乾
燥
が
主
流
と
な

り
、
手
間
の
か
か
る
は
さ
木
で
の
天
日
干
し
は
姿
を
消
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
　

�　
最
新
の
乾
燥
技
術
と
比
べ
る
と
非
効
率
に
見
え
る
は
さ
木
で

す
が
、自
然
の
力
を
活
か
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
方
法
と
し
て
、

再
評
価
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
有
機
農
業
を
営
む
若
手
農
家
の

中
に
は
、
あ
え
て
は
さ
木
を
使
用
す
る
人
も
現
れ
て
い
ま
す
。

　
　

�　
懐
か
し
さ
と
郷
愁
を
誘
う
は
さ
木
。そ
の
新
潟
の
原
風
景
は
、

私
た
ち
に
季
節
の
移
ろ
い
と
農
の
営
み
の
尊
さ
を
静
か
に
語
り

か
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

は
さ
木

風
物
詩

ふ
る
さ
と
新
潟
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け
コ
ん
ラ
こ
ム
う メタボ対策 は 食生活から！

　外食やコンビニ弁当などは高カロリーで濃い味付けのメニューが多い
ため、以下のポイントを押さえてヘルシーな食事を心がけましょう。

 「外食メニューの選び方」
脱メタボの生活習慣改善のヒント その2

コンビニ弁当の選び方３
��カロリー表示
を見るように
心がける

�お弁当のご飯
は半分〜1/3
残す

��ご飯・主菜・副菜
のバランスを
３：１：２に整える

�揚げ物が入っ
ているものは
選ばない

�野菜の不足分は
サラダや野菜
スープで補う

参 考
豚ロース肉 
○○生姜焼き…330kcal 
×豚カツ……481kcal

※カロリーは使用食材によって異なります。メニュー別外食の選び方２

ラーメン

肉料理

パスタ

丼

ファスト
フード

�スープには塩分・
脂肪分・プリン体
が多く含まれてい
るので、半分残す

�ひき肉料理
は脂肪分が
多いため控
えめに

�低カロリー
のソースを
選ぶ

�カツ丼や天丼
などの揚げ物
が乗ったもの
は控える

�揚げ物を具にした
ものは高カロリー
（例：フィッシュ
バーガーなど）

�大盛りやご飯
ものとのセット
メニューは控
える

�肉料理が１日
２食以上にな
らないように

�高カロリー：
　�クリームソース、
　ミートソース

�ご飯の量が多い場
合は少なめに盛り
付けてもらう

�野菜が入っ
ているもの
を選ぶ

�野菜を多く使っ
たメニュー（タン
メン、五目麺など）
を選ぶ

�サラダなどの
野菜料理を最
初に食べる

�低カロリー：
　�塩や醤油などの
和風ソース、

　トマトソース

�早食いにならない
ように、よく噛ん
でゆっくり食べる

�サイドメニューは
　�フライドポテトよ
りサラダやスープ
を選ぶ

参 考
醤油ラーメン１杯
…�500〜700kcal

参 考
○○トマトソース…530kcal
×カルボナーラ…830kcal 

参 考
○○親子丼…585kcal
×かつ丼…940kcal

参 考
ハンバーガー…275kcal 
フィッシュバーガー…356kcal 
フライドポテト（M）…454kcal

　外食やコンビニ弁当などを利用する
場合は、１日１回までに抑えましょう。
　目安として、１食のカロリーは男性
700kcal、女性600kcal 前後が適当です。

外食は１日１回に制限１
�卓上の塩や醤油は極力使用しない

�味が薄いと感じた場合は香辛料や
酸味で補う

�漬物や味噌汁は残す
塩分の
過剰摂取を
防ぐために

参 考
ハンバーグ 100g…300kcal 
ハンバーグ弁当……700kcal
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は
じ
め
に

　

新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し

た
が
、
次
に
訪
れ
る
の
が
梅
雨
の
時
期
で
す
。

梅
雨
と
言
え
ば
綺
麗
に
咲
く
紫
陽
花
の
花
を

思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
ジ
メ
ジ
メ
し
て
気
分
も
ど
ん
よ
り
…
」、「
体

も
疲
れ
や
す
い
…
」、「
何
か
体
が
だ
る
く
感
じ

る
…
」
と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
梅
雨
の
期
間
は
、
お
よ
そ
１
ヵ
月
半
に

わ
た
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
気
候
も
不
安

定
で
蒸
し
暑
く
な
っ
た
り
、
雨
の
影
響
で
急

に
冷
え
た
り
と
体
調
管
理
も
難
し
く
、
梅
雨

は
憂
鬱
だ
、
苦
手
だ
と
感
じ
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
、
梅
雨
の
時

期
を
元
気
に
乗
り
切
る
方
法
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

梅
雨
の
時
期
に

体
調
を
崩
し
や
す
い
理
由

　
梅
雨
の
時
期
の
不
調
は
、
天
候
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
気
象

と
い
え
ば
「
寒
暖
差
・
低
気
圧
・
高
湿
度
」
に

代
表
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
気
候
の
変
化

に
抵
抗
す
る
た
め
自
律
神
経
の
働
き
が
乱
れ
が

ち
で
す
。
自
律
神
経
に
は
活
動
を
つ
か
さ
ど
る

交
感
神
経
と
休
息
を
つ
か
さ
ど
る
副
交
感
神
経

が
あ
り
ま
す
が
、
身
体
に
寒
暖
差
や
気
圧
の
変

動
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
と
交
感
神
経
が

優
位
に
働
き
ま
す
。
梅
雨
の
時
期
は
、
一
定
期

間
こ
の
状
態
が
持
続
す
る
た
め
交
感
神
経
が
過

剰
に
働
く
こ
と
に
よ
り
、「
休
息
の
神
経
」
と

言
わ
れ
る
副
交
感
神
経
の
働
き
が
不
足
し
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
様
々
な
不
調
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
梅
雨
の
時
期
は
湿
度
が
高

く
な
る
こ
と
に
よ
り
体
の
表
面
も
湿
気
に
お
お

わ
れ
て
し
ま
い
体
か
ら
水
分
、
汗
や
尿
を
排
出

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
体
内
に
余
分
な
水
分
や

老
廃
物
が
滞
る
こ
と
で
体
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に

悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

梅
雨
の
時
期
に
多
く
み
ら
れ
る
体
調
不
良
と
し

て
は

⃝
�

頭
痛

⃝
�

倦
怠
感

⃝

食
欲
不
振

⃝

む
く
み

⃝

関
節
痛

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
副
交
感
神
経
の
働
き
が
不
足
し
た
状

態
で
は
身
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
休
息
モ
ー
ド
に

入
る
こ
と
が
で
き
ず
睡
眠
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
睡
眠
不
足
や
眠
り
が
浅
く
、
し
っ

か
り
と
疲
労
回
復
で
き
ず
、
疲
れ
が
と
れ
に
く

く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
や
集
中
力
の
低
下
な
ど
の

精
神
的
症
状
に
も
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
病

気
ま
で
い
か
な
く
て
も
「
だ
る
さ
」
や
「
何
と

な
く
不
調
」
を
訴
え
る
方
が
増
え
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

雨
の
時
期
の
体
調
不
良
対
策

 �

日
照
不
足
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

梅
雨
の
時
期
は
、
天
気
が
悪
い
日
が
続
き
、

日
照
時
間
も
短
く
な
り
ま
す
。
晴
れ
た
日
は
気

分
が
よ
く
、
雨
や
曇
り
の
日
は
気
分
が
憂
鬱
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
日
照
時
間
と
気
分
に
は
関

健康体力
づくり

の現 代 人

Vol.

32

上月 篤子
株式会社ボディムーブズ代表取締役
アメリカスポーツ医学協会
ヘルスフィットネスフィジオロジスト

生
涯
現
役
の
体
づ
く
り

梅
雨
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
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係
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
、
太
陽
の
光
を
浴

び
る
こ
と
で
、
体
内
で
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
呼
ば

れ
る
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
セ

ロ
ト
ニ
ン
に
は
、
怒
り
や
焦
り
な
ど
の
マ
イ
ナ

ス
な
感
情
を
抑
制
し
、
精
神
を
安
定
さ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
精
神
が
安
定
し
て
幸
福
感
を

得
や
す
く
な
る
こ
と
で
、
食
べ
過
ぎ
の
抑
制
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。
朝
や
日
中
の
晴
れ
て
い

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
積
極
的
に
太
陽
の
光
を
浴
び

ま
し
ょ
う
。

 �

適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
お
天
気
が
悪
い
と
つ
い
出
不
精
に
な
り
が
ち

で
す
。

　

気
が
付
い
た
ら
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
外
に
出
か
け
ら
れ

な
い
時
に
は
、
屋
内
や
室
内
で
運
動
量
を
増
や

す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ト

レ
ッ
チ
、
階
段
の
昇
り
降
り
等
ち
ょ
っ
と
し
た
時

間
で
も
こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
長
時
間
に
及
ぶ
時
に
は
、

30
分
に
１
回
立
ち
上
が
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
全
身
の
血
行
促
進
に
も
繋
が
り
ま
す
。

 �

栄
養
素
を
意
識
し
て
摂
り
ま
し
ょ
う
⃝

ク
エ
ン
酸�

　

�

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
り
、
む
く
み
に
も
効

果
的
で
す
。
梅
干
し
や
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
っ

ぱ
い
食
品
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

⃝

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
・
Ｂ
２

　

��

ビ
タ
ミ
ン
B
群
が
疲
労
回
復
に
高
い
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。
豚
肉
や
玄
米
、
胚
芽
米
な
ど

に
豊
富
で
す
。

⃝

タ
ン
パ
ク
質

　

�

免
疫
力
の
向
上
や
疲
れ
改
善
に
役
立
ち
ま

す
。
消
化
に
優
し
い
豚
肉
や
鶏
む
ね
肉
、
大

豆
製
品
が
お
す
す
め
で
す
。
毎
食
１
品
摂
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

ミ
ネ
ラ
ル�

　

�

カ
ル
シ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
は
む
く
み
や
だ
る

さ
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。
野
菜
や
海
藻
、

ナ
ッ
ツ
類
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
薬
味
と
し
て
わ
さ
び
や
生
姜
、
大
葉

な
ど
を
使
う
の
も
お
す
す
め
で
す
。
食
欲
増
進

の
助
け
に
な
る
ほ
か
、
抗
菌
効
果
が
あ
る
の
で

食
中
毒
を
防
ぐ
働
き
も
あ
り
ま
す
。

 �

質
の
高
い
休
養
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、
就
寝
前
に
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
を
控
え
、
部
屋
を
少
し

ず
つ
暗
く
し
て
就
寝
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。
快

眠
効
果
が
得
ら
れ
る
入
浴
法
は
、
就
寝
の
１
～

２
時
間
前
に
40
℃
前
後
の
ぬ
る
め
の
温
度
の
お

湯
に
10
～
20
分
浸
か
る
こ
と
で
す
。
じ
っ
く
り

温
ま
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
高
ま
り
、

副
交
感
神
経
が
優
位
に
な
り
入
眠
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
に
梅
雨
の
時
期
を
乗
り
切

る
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
時
期
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
、
猛
暑
の
夏

に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
は
、
夏
に
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
界
全
体
が
大
き
く
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
女
子
選
手
の
活
躍
も
多
く
、

過
酷
な
練
習
を
乗
り
越
え
て
、
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
栄
冠
を
手
に
し

た
選
手
に
は
多
く
の
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康
管
理
上
の
問
題

点
と
し
て
、「low

 energy availability

（
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
）」「
無
月
経
」「
骨
粗
鬆
症
」

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

三
主
徴
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
主

徴
は
、
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
原
因
で
相

互
に
関
連
し
て
健
康
上
重
要
な
問
題
に
な
り

ま
す
。
例
と
し
て
運
動
性
無
月
経
は
月
経
が

３
か
月
以
上
停
止
し
た
状
態
で
、
骨
量
が
減

少
し
て
疲
労
骨
折
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

無
月
経
が
続
く
と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
低
い
状

態
に
な
り
、
骨
量
の
低
下
が
進
行
し
ま
す
。

実
際
に
、
疲
労
骨
折
を
発
症
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
に
お
い
て
、
月
経
異
常
が
高
率
に
認
め
ら

れ
る
と
の
調
査
も
あ
り
ま
す
。

　

思
春
期
女
子
で
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら

中
学
生
の
時
期
11
～
14
歳
に
骨
密
度
の
年
間

増
加
率
が
最
も
大
き
く
、
20
歳
頃
に
骨
量
の

ピ
ー
ク
（
最
大
骨
量
）
を
迎
え
る
た
め
、
思

春
期
に
十
分
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
、
適
切

な
運
動
負
荷
と
と
も
に
順
調
な
月
経
周
期
に

よ
っ
て
最
大
骨
量
を
獲
得
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
思
春
期
か
ら
20
代

に
お
い
て
月
経
異
常
な
ど
に
よ
り
骨
量
が
低

下
し
た
場
合
に
は
高
齢
期
の
健
康
に
ま
で
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
正
常
な
月
経

周
期
は
、
高
い
骨
密
度
を
維
持
し
、
将
来
の

骨
粗
鬆
症
を
予
防
す
る
た
め
に
も
非
常
に
重

要
な
課
題
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
成
長
期
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
る
指
導
者
や
保
護
者
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
の
三
主
徴
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
や
選
手
の
健
康
管
理
に
留
意
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
食

生
活
で
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
見
合
っ
た
摂
取
量
の
維

持
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
は
ス

ポ
ー
ツ
庁
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
事
業

に
基
づ
い
て
２
０
２
３
年
１
月
に
新
潟
県

内
で
初
め
て
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
産
婦
人
科
の
女
性
医
師
が
診

察
し
、
女
子
選
手
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
や
お
孫
様
で

気
に
な
る
場
合
に
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ほねのおはなし�

山本 智章

医療法人 愛広会
新潟リハビリテーション病院

院長

●
骨
粗
鬆
症
と
骨
折
の
予
防

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
骨
と

�

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
外
来
に
つ
い
て
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会
社
紹
介

　
株
式
会
社
大
光
銀
行
は
長
岡
市
に
本
店
を

構
え
る
地
方
銀
行
で
す
。新
潟
県
内
62
店
舗
、

新
潟
県
外
８
店
舗
（
群
馬
・
埼
玉
・
東
京
・

神
奈
川
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
１
店
舗

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
行
で
は
、
２
０
２

４
年
４
月
よ
り
３
カ
年
の
第
13
次
中
期
経
営

計
画
を
推
進
し
て
お
り
、
本
計
画
に
掲
げ
る

施
策
を
着
実
に
実
践
す
る
こ
と
で
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
成
長
し
、
地

域
の
未
来
を
創
造
す
る
銀
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
み

◎
健
康
経
営
宣
言

　

当
行
で
は
２
０
１
９
年
に
「
健
康
経
営
宣

言
」
を
制
定
し
、
次
の
３
つ
の
施
策
を
中
心

に
健
康
経
営
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

①
身
体
と
心
の
健
康
づ
く
り

　
⃝�

定
期
健
康
診
断
の
完
全
実
施
と
精
密
検

査
受
診
率
の
向
上

　
⃝
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上

　
⃝�

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
と
結
果
に

基
づ
く
職
場
環
境
の
改
善

②
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境

　
⃝
受
動
喫
煙
対
策
へ
の
取
組
み
強
化

　
⃝
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
向
上

　
⃝�

総
労
働
時
間
の
短
縮
に
向
け
た
取
組
み

強
化

③
健
康
意
識
の
向
上

　
⃝�
健
康
教
育
の
機
会
拡
充

◎
定
期
健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ
ク

　
新
潟
県
け
ん
こ
う
財
団
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
各
支
店
・
本
部
で
定
期
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
受
診
率
は
１
０
０
％
。

健
康
診
断
・
人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、精
密
検
査
を
積
極
的
に
推
奨
し
、

従
業
員
の
健
康
維
持
と
増
進
、
疾
病
の
早
期

発
見
と
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
精

密
検
査
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
費
用
補
助
や

休
暇
制
度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

◎
従
業
員
の
健
康
管
理

�　
従
業
員
が
健
康
で
い
き
い
き
と
働
く
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
は
、
組
織
の
成
長
に
つ
な

が
り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
は
、
健
康
保
険
組
合
を
通
じ

て
従
業
員
本
人
は
も
ち
ろ
ん
配
偶
者
の
分
も

費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
者

を
対
象
に
、
全
身
の
病
気
に
も
関
わ
る
歯
周

病
の
検
査
を
健
康
保
険
組
合
の
全
額
補
助
に

よ
り
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

�　
当
行
で
は
定
期
的
に
従
業
員
の
ス
ト
レ
ス

の
状
況
に
つ
い
て
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
本
人
に
ス
ト
レ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
気

付
き
を
促
し
、
個
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、
検

査
結
果
を
集
団
的
に
分
析
し
、
職
場
環
境
の

改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
業
員

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
未
然
に
防
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
を

掲
載
し
、
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
課
外
活
動
・
運
動
の
促
進

�　
大
光
銀
行
に
は
野
球
部
、
剣
道
部
、
ラ
ン

ナ
ー
ズ
が
あ
り
、
従
業
員
が
休
日
を
利
用
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
野
球
部
は
、
一
昨
年
10
月
に
開
か
れ
た
東

日
本
軟
式
野
球
大
会
（
１
部
）
の
県
大
会
で

優
勝
し
、
昨
年
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
運
動
や
健
康
増
進
の
機
会
と
し

て
健
康
管
理
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
銀

行
の
仕
事
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
た
め
、

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
県
内
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、
割
引
価
格
で
利

用
で
き
る
制
度
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
新
潟
県
け
ん
こ
う
財
団
様
に
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
健
康
経
営
の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

設　　立：1942年３月
本　　社：�新潟県長岡市大手通１丁目５

番地６
従業員数：783名（2024年３月末現在）
支　　店：�新潟県内62店舗、新潟県外

８店舗（群馬・埼玉・東京・
神奈川）、インターネット支
店１店舗

事業内容：銀行業

会 概社 要

株
式
会
社 

大
光
銀
行

健康企業
いきいき
拝見！
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新潟市西区小新南2-1-60

TEL 025-231-1122
新潟市東区はなみずき2-10-35

TEL 025-279-1700

新潟県長岡市千秋2-229-1 TEL 0258-28-3555予約

定期健康診断 生活習慣病予防健診 特殊健康診断 人間ドック 婦人科検診

新潟市中央区紫竹山2-6-10

TEL 025-245-1177

令和7年
3月1日
脳ドック開始脳ドック開始

長岡健康管理センター 帝国ニュース 表4広告
（W170×H250mm）

イオン
長岡店様

アピタ様アピタ様
ハイブ長岡

長岡赤十字病院
長岡大橋

大手大橋
大手口

JR長岡駅
長岡健康管理センター

MRI装置導入！
AI技術を活用した
脳検査を提供

女性専用
エリア

駐車場完備 人間ドック専用
ラウンジ

予約 予約 予約

〒950-0194　新潟市中央区紫竹山2丁目6番10号
TEL 025-245-1111  FAX 025-245-1155

【予約専用】新潟健診プラザ  TEL 025－245－1177　長岡健康管理センター  TEL 0258-28-3666
西新潟健診プラザ  TEL 025－231－1122第42号　令和７年７月発行


